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長崎地区沿道まちづくりの現状について 

１．経緯  

区は、東京都の「木密地域不燃化10年プロジェクト」による特定整備路線補助１７２ 

号線の事業化に合わせ、長崎地区の防災性向上を図るため、平成29年度から居住環境総 

合整備事業を導入している。平成29年度には、「長崎４丁目地区まちづくり協議会」、 

「東長崎駅北口周辺地区共同化事業協議会」、平成30年度には、「長崎１・２・３丁目 

地区まちづくり協議会」、「長崎５丁目地区まちづくり協議会」、令和元年度には、「 

椎名町駅北口周辺地区共同化事業協議会」が設立され、活発な活動を行っている。 

  令和２年度は、新型コロナウイルスの感染防止のため、主に対面による会議形式の活 

動を取り止め、書面アンケート形式による非対面活動を行った。引き続き、令和３年度 

も、感染状況に留意しながら、非対面活動を行っていく予定である。 

２．令和２年度の取り組み 

３．今後の予定 

・コロナ禍を踏まえた非対面によるまちづくりのあり方検討 

・椎名町駅北口周辺地区まちづくりビジョン案の作成 


